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〇近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪
水に備える水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる
関係者が協働して流域全体で行う、流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。

気候変動を踏まえた計画へ見直し

(1)河川整備基本方針変更の考え方 2



〇「治水計画を、過去の降雨実績に基づく計画」から
「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」に見直し

気候変動を踏まえた計画へ見直し
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〇計画規模の設定、計画対象降雨の降雨波形の設定、計画対象波形の降雨量へ引き延ばし、流出解析、総合判
断により基本高水を設定するというこれまでの河川整備基本方針策定の過程で蓄積された検討の流れを基本に、
気候変動の影響を基本高水の設定プロセスに取り入れる。
〇計画降雨波形の降雨量には、実績降雨データから得られた確率雨量に過去の再現計算と将来の予測の比（降
雨量変化倍率）を乗じて、基本高水を決定する。

基本高水の設定の流れ
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〇気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治
水対策、「流域治水」へ転換。

〇治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、
氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害
対象を減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的
に進める。

「流域治水」の施策のイメージ
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(2)河川整備基本方針変更に向けたスケジュール

河川整備基本方針の変更手続き
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